






































































農 東京大学名誉教授 (63. 7. l)
善彦 神奈川大学短期大学部教授 (4. 7. l)
朗人 東京大学長 (2. 7. l)
慶次郎 東京国立博物館長 （2．7．l)
敬二 放送大学広島ビデオ学習センター長、広島大学名誉教授 (4. 7. l)
博 学術情報センター所長、東京大学名誉教授 (61. 7．l)


























































































直弘 京都大学文学部教授・同大学附属図書館長 （4．8. 1)
保 日本大学文理学部教授 （59．8．1)
正義 神戸女子大学文学部教授、大阪市立大学名誉教授 (61. 8. 1)
進 国立歴史民俗博物館企画調整官、東京大学名誉教授 （63．8．1）
勇次郎 お茶の水女子大学文教育学部長 (2. 8. 1)
淳 東京大学文学部教授 (61. 8. 1)
武 成城大学文芸学部教授 （4．8. 1)
龍夫 京都大学文学部教授 (4. 8. 1)









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年度 氏 名 （所属） 研究課題 ‘ 期 間
52 DonaldKeene
(コロンビア大学教授）

























































































































































































































































53. 4. 1～63. 6.30
60．4．1～4．3.31
47．5．1～49.3.31
53. 4. l～57. 7.31
51．10．16～53. 9.30
47. 5. l～49. 9．30
61. 4. l～63.ll.30
52. 7. 1～55．3.31






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































高エネルギー物理学研究所 茨 城 県
国文学研究資料館 東 京 都
国立極地研究所 東 京 都
宇宙科学研究所 神奈川県
国立遺伝学研究所 静 岡 県
統計数理研究所 東 京 都
国際日本文化研究センター 京 都 府
国立天文台 東 京 都
核融合科学研究所 愛 知 県
岡崎国立共同研究機構 愛 知 県
学術情報センター 東 京 都
国立民族学博物館 大 阪 府
国立歴史民俗博物館 千 葉 県
放送教育開発センター 千 葉 県
（組織及び運営等）
第47条大学共同利用機関に置かれる職の種類並びに大学共同利用機関の組織及び運営の細目については、
大学共同利用機関組織運営規則（昭和52年文部省令第12号）の定めるところによる。
19－2大学共同利用機関組織運営規則（抄）
昭和52年4月18日
文部省令第12号
最終改正平成4年4月15日文部省令第19号
第1章総則
（機関の長等）
第1条大学共同利用機関（以下「機関」という。）に、次の各号に掲げる区分に応じ、それぞれ当該各
号に掲げる職員を置く。
（1） 岡崎国立共同研究機構 機構長
（2） 高エネルギー物理学研究所、国立極地研究所、宇宙科学研究所、国立遺伝学研究所、統計数理研究
所、国際日本文化研究センター、核融合科学研究所、岡崎国立共同研究機構に置かれる分子科学研究
所、基礎生物学研究所及び生理学研究所、学術情報センター並びに放送教育開発センター 所長
（3） 国文学研究資料館、国立民族学博物館及び国立歴史民俗博物館 館長
（4） 国立天文台 台長
2機構長は、岡崎国立共同研究機構の業務を掌理する。
3所長、館長又は台長は、それぞれ所務、館務又は台務を掌理する。
（職員の種類）
第2条前条に掲げるもののほか、機関に次の職員を置く。
（1）教授
（2）助教授
（3）助手
（4）事務職員
（5）技術職員
2機関に、前項に掲げるもののほか、講師（非常勤の者に限る。以下同じ。）を置くことができる。
3教授は、研究に従事し、及び国立大学その他の大学の大学院における教育に協力するための学生の研
究指導（以下「研究指導」という。）を行う。
4 助教授は、教授の職務を助ける。
5 講師は、教授又は助教授に準ずる職務に従事する。
6 助手は、教授及び助教授の職務を助ける。
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7事務職員は、庶務、会計等の事務に従事する。
8技術職員は、技術に関する職務に従事する。
（外国人研究員）
第3条機関の長は、国家公務員法（昭和22年法律第120号）第2条第7項に規定する勤務の契約により、
外国人を研究に従事させることができる。
2 前項の規定の実施に関し必要な事項については、別に文部大臣が定める。
（評議員会）
第4条機関（岡崎国立共同研究機構（以下本章において「機構」という。）に置かれる研究所を含む。
以下この条において同じ。）に、それぞれ評議員会を置く。
2評議員会は、それぞれ当該機関の事業計画その他の管理運営に関する重要事項について、当該機関の
長に助言する。
3評議員会は、評議員20人以内（機構にあっては、15人以内とする。）で組織し、評議員は、左の各号
に掲げる者（機構にあっては、機構に置かれる各研究所の評議員とする。）のうちから、文部大臣が任
命する。
（1） 国立大学の学長
（2）公立又は私立の大学の学長
（3） その他学識経験のある者
4評議員の任期は、2年とし、その欠員が生じた場合の補欠の評議員の任期は、前任者の残任期間とす
る。
5 評議員は、非常勤とする。
6評議員会の運営に関し必要な事項は、別に文部大臣が定める。
（運営協議員会）
第5条機関（機構にあっては、機構に置かれる研究所とする。以下この条において同じ。）に、それぞ
れ運営協議員会を置く。
2運営協議員会は、それぞれ当該機関の共同研究計画に関する事項（国立極地研究所にあっては、極地
観測の実施とする。）その他の機関の運営に関する重要事項で当該機関の長が必要と認めるものについ
て、当該機関の長の諮問に応じる。
3 運営協議員会は、運営協議員21人以内で組織し、運営協議員は、当該機関の職員及び当該機関の目的
たる研究と同一の研究に従事する左の各号に掲げる者のうちから、文部大臣が任命する。
（1） 国立大学の教員
（2）公立又は私立の大学の教員
（3） 前2号に掲げる者以外の者
4 運営協議員の任期は、2年とし、その欠員が生じた場合の補欠の運営協議員の任期は、前任者の残任
期間とする。
5 運営協議員は、非常勤とする。
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6運営協議員会の運営に関し必要な事項は、別に文部大臣が定める。
（客員教授等）
第6条機関の長は、常時勤務の者以外の職員で当該機関の研究に従事する者又は第3条第1項の規定に
より研究に従事する外国人のうち、適当と認められる者に対しては、客員教授又は客員助教授を称せし
めることができる。
2 前項の規定の実施に関し必要な事項については、別に文部大臣が定める。
（名誉教授）
第6条の2機関は、当該機関に機関の長（機構に置かれる研究所の長を含む｡)、教授又は助教授とし
て勤務した者であって、当該機関の目的達成上特に功績のあった者に対し、当該機関の定めるところに
より、名誉教授の称号を授与することができる。
（寄附研究部門）
第6条の3機関（機構に置かれる研究所を含む。）に、寄附研究部門を設けることができる。
2寄附研究部門に係る経費は、国立学校特別会計法（昭和39年法律第55号）第17条の規定により機関の
長に経理を委任された金額をもって支弁するものとする。
3前2項の規定の実施に関し必要な事項については、別に文部大臣が定める。
第3章国文学研究資料館
（内部組織）
第11条国文学研究資料館に、次の4部を置く。
(1)管理部
（2）文献資料部
（3）研究情報部
（4）整理閲覧部
2前項に掲げるもののほか、国文学研究資料館に史料館を置く。
（管理部）
第12条管理部においては、庶務、会計及び施設等に関する事務を処理する。
2 管理部に、その所掌事務を分掌させるため、文部大臣が別に定めるところにより、課を置く。
3管理部及び課に、それぞれ部長及び課長を置き、事務職員をもって充てる。
4部長は、館長の命を受け、部の事務を掌理する。
5 課長は、上司の命を受け、課の事務を処理する。
（文献資料部、研究情報部及び整理閲覧部）
第13条文献資料部においては、国文学に関する文献その他の資料の調査研究及び収集を行う（研究情報
部、整理閲覧部及び史料館の所掌に属するものを除く。）。
2研究情報部においては、国文学に関する研究文献及び研究に必要な情報の調査研究及び収集を行う
（史料館の所掌に属するものを除く。）。
3 整理閲覧部においては、国文学に関する文献その他の資料の整理、保存及び閲覧を行い、並びにこれ
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らに関し必要な調査研究を行う（史料館の所掌に属するものを除く。）。
4 文献資料部、研究情報部及び整理閲覧部に、それぞれの所掌事務を分掌させるため、文部大臣が別に
定めるところにより、室を置く。
5 文献資料部、研究情報部及び整理閲覧部並びに室に、それぞれ部長及び室長を置き、部長は教授をもっ
て、室長は教授、助教授又は事務職員をもって充てる。
6 部長は、館長の命を受け、部の事務を掌理する。
7 室長は、上司の命を受け、室の事務を処理する。
（史料館）
第14条史料館においては、我が国の史料で主として近世のものの調査研究、収集、整理、保存及び閲覧
を行う。
2 史料館に長を置き、教授をもって充てる。
3前項の長は、史料館の事務を掌理する。
4 史料館に、その所掌事務を分掌させるため、文部大臣が別に定めるところにより、室を置く。
5 室に室長を置き、教授又は助教授をもって充てる。
6 室長は、上司の命を受け、室の事務を処理する。
（各部及び史料館の連携）
第15条各部及び史料館においては、国文学研究資料館の目的を効果的に達成するため、相互に緊密に連
携し、館務の一体的な処理に当たるものとする。
附則
l この省令は、公布の日から施行する。
2次に掲げる省令は、廃止する。
（2） 国文学研究資料館組織運営規則（昭和47年文部省令第25号）
－185－
19－3大学共同利用機関の内部組織に関する訓令（抄）
昭和52年4月18日
文部省訓令第8号
最終改正平成4年4月9日文部省訓令第3号
（管理部等に置かれる部、課及び室）
第1条大学共同利用機関（以下「機関」という｡)の管理部等に置かれる部、課及び室は、次の表
に掲げるとおりとする。
備考国文学研究資料館文献資料部第四文献資料室及び研究情報部研究開発室は、客員研究室とし、当
該研究室の教授又は助教授は、国文学研究資料館の目的たる研究と同一研究に従事する者のうちか
ら任命する。
2 前項に規定する部（管理局に置かれる部に限る。）、課及び室の所掌事務に関してはその機関の長が
定め、文部大臣に報告しなければならない。
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機関の名称 部等の名称 課又は室の名称
国文学研究資料館
管 理 部
文献資料部
研究情報部
整理閲覧部
史 料 館
庶 務 課
会 計 課
第一文献資料室
第二文献資料室
第三文献資料室
第四文献資料室
情報資料室
情報分析室
データベース室
情報処理室
研究開発室
情報サービス室
参 考 室
史料室
史料室
史料室
閲覧室
三
報
第第第情
